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1･　結婚にはさまざまなかた ち が あ る。恋愛 と見合

い ，夫 婦の年齢差，共かせぎ のぜＵ 論 など…… それだけ

に結婚直前の女性は迷い悩むこ とが多い。 そこで ここ に

その代表的 なテ ーマを，女子大生に質問し，そ れぞれの

解答 を整理分析し たのが本研究であ る。

2.　兵庫県 のＳ短大 ，大阪府 のＳ女 子大，H 短 大，愛

知県のＳ短大の女子学生約1,000  名を対象 とし， 質問紙

法によって調査し，女子大生 の結婚意識 に内在 する近 代

性と非近代性とを分析し た。家庭環境，地 域社 会との関

連性をも追求し たノ また. 同年代 の男子大学生 の結局意

識 と対 比するた めに，大阪府 のＦ 大，愛知県 のＮ 大生約

300 名を対象 とし て同じ く質問紙法 に よって調 査分析し

た。これらの調査に よって女 子大生 の結婚 意識 の功利性

と感傷性 とが数量的に示 される。 この種 の調査 は，すで

に社会 学者を はじ め家庭 の民 主化 を提唱する人たちによ

って，しばしば行 なわれてい る。従来 の， これらの調 査

の結果 とも対比して， そ の 類似 点と相 異点と を 検討し

た。

3.　家族 関係の研究は，夫婦 と親子関係 の,    Sein の

問題に終 わってはな らない。Sollen を問題に し なけれ

ばならない。従来， この種 の調査 にあって，その結果 の

数字的 処理 のみに終始し，問題 の深 層に触れ る こ と な

く，また, 問題解決へ の前進に欠 くことを反省し なけれ

ば ならない。


